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● 蕨市の面積　５.10km２

● ８月１日現在人口：72,292人 前月比 －270人
 　　　　　　　　　   男 36,738人　女 35,554人
　　　　　　　　　 世帯数：35,407
　　　　　　　　　 人口密度：14,174人／km２

2012/平成24年
わらび・734

祝白寿！岡さんの元気な笑顔
その秘訣は家族との触れ合い
　「健康で毎日が幸せです」と話す
のは、来月99歳になる塚越6丁目の
岡
おか

米
よね

さん（写真中央）。岡さんの元気
の源は、家族4世代でのだんらんの
時間です。なかでも、1歳のひ孫、晴

はる

香
か

ちゃんは特別な存在。手を取り、
触れ合うことが「最高のお薬」と、
目を細めながら教えてくれました。
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成
14
年
３
月
の
運
行
開
始

以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
続
け
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス「
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
」。
年

間
乗
客
数
は
16
万
５
０
０
０
人
以

上
に
の
ぼ
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
、
身
近
な
交
通
手
段
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
高
齢
者
の
移

動
や
外
出
な
ど
を
支
援
し
、
よ
り

健
康
で
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
75

歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
ぷ
ら

っ
と
わ
ら
び
の
無
料
化
を
実
施
し

ま
す
。17
日
の
敬
老
の
日
よ
り
、乗

車
の
際
に
、
市
が
交
付
す
る
写
真

付
き
の
無
料
パ
ス
を
提
示
す
れ
ば
、

運
賃
は
無
料
で
す
。
ま
だ
無
料
パ

ス
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
市
役

所
で
申
請
す
る
と
、
原
則
、
即
日

交
付
さ
れ
ま
す
（
下
囲
み
参
照
）。

　

も
う
す
ぐ
、
外
出
す
る
の
が
気

持
ち
い
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。家
族
や
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
、

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
に
乗
っ
て
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

𠮷
よし

田
だ

 怜
れい

子
こ

さん

南町３丁目・78歳

　蕨駅や公民館に行く場合な
どに、ぷらっとわらびを利用
しています。先日、75歳以上
は乗車運賃が無料になると
知って、すぐに夫と市内巡り
をする約束をしました。これ
からは、気軽に行動範囲を広
げられるので、楽しみですね。

無料化で蕨がより身近に

誰もがいきいきと
　 暮らせるまちへ
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ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び

75
歳
以
上
の
乗
車
が
無
料
に

　今月は、高齢者の皆さ
んにいつまでも生きが
いを持って生活しても
らおうと実施されてい
る事業をご紹介します。

高齢者特集①

　

無
料
パ
ス
申
請
・
交
付
／
持
ち

物
＝
身
分
証
明
書
（
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
な
ど
年
齢
確
認

で
き
る
物
）、
証
明
写
真（
縦
３
㌢

×
横
2.4
㌢
）
２
枚　

申
請
＝
平
日

の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

に
市
役
所
２
階
安
全
安
心
推
進
課

問い合わせ
安全安心推進課（☎₄₃₃･₇₇55）

市内をくまなく巡回するぷらっとわらび。車内には、楽しい会話と笑顔があふれています

平

蕨市中央○－○－○

蕨　　花　子
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■｢高齢者･障害者の人権あんしん相談」強化週間の実施／10日～16日　午前８時半～午後７時（15日･16日は午前10時～午後５時） 専用電話→

今
年
は
、
作
品
展
示
会
が
今
月
13

日
か
ら
17
日
ま
で
中
央
公
民
館
で
、

芸
能
大
会
が
12
月
８
日
に
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
な
ら
誰
で

も
入
会
で
き
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
持
っ

た
人
と
出
会
え
る
の
も
魅
力
で
す
。

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
だ
け
で

な
く
、
生
涯
の
仲
間
も
つ
く
れ
る

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
、
新
た
な
人
生

の
活
力
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ポ
ー
ツ
を
し
て
体
を
動
か

し
た
い
―
。
文
化
活
動
を

通
じ
て
教
養
を
深
め
た
い
―
。
こ

の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
た
高
齢
者

が
集
う
地
域
活
動
の
場
。
そ
れ
が

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

蕨
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
以
下
市
高
連
）
は
、
昭
和
37
年
、

「
健
康
・
仲
間
・
生
き
が
い
づ
く
り
」

を
目
的
に
発
足
。
今
年
で
50
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
の

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
28
あ
り
（
左
下

囲
み
参
照
）、
合
計
１
８
０
０
人

以
上
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
ク
ラ
ブ
ご
と
に
自
発

的
に
実
施
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
中
心
と
し
た

健
康
増
進
活
動
か
ら
、
民
謡
・
舞

踊
な
ど
の
文
化
活
動
、
高
齢
者
施

設
の
慰
問
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と

い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ま
で
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
発
表
す
る

場
と
し
て
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る

の
が
、
市
高
連
主
催
の「
作
品
展

示
会
」
と
「
芸
能
大
会
」
で
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
の
場

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
ご
参
加
を

蕨市高齢者クラブ
連合会・会長

安
やす

波
なみ

　猛
たけし

さん

北町３丁目・76歳

　市高連は、今年で50周年です。12月の
芸能大会は、「創立50周年記念芸能大会」
と銘を打ち、盛大に開催します。
　高齢者クラブのいちばんの魅力は、趣
味などの活動を通じて、仲間を増やせる
ことです。今後は、クラブ単位はもちろ
ん、市全体での交流をより深められる環
境づくりを進めたいです。会員の皆さん
に楽しんでもらうためにも、まずは自分
が積極的に楽しみたいと思っています。

高齢者の居場所として50年
更なる会の飛躍を目指して

～高齢者クラブ一覧～

地区 クラブ名 地区 クラブ名

錦町
水深長寿会 中央 七福会
寿会

南町

さわらび会
和楽美会 三楽会

北町

北五寿会 みずほ会
久留美会 清和会
親和会 つくも会
しろはと会

塚越

三寿会
北一あしたの会 百仙会

中央

郷賛会 塚越緑寿会
松寿クラブ 二葉会
美園会 末広会
福寿会 七和会
弥生会 塚越和楽会
土橋長生会 六実会
問い合わせ＝介護保険室（☎433・7756）

クラブ間交流を楽しむ塚越和楽会の皆さん

市立病院へ寄附するおむつを作成（七福会）

交通安全講話に聞き入るみずほ会の皆さん

ス

◆ ◆
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→集計結果は市役所正面玄関に掲示するほか市ホームページ及びテレビ広報「ハローわらび」でも公表　問い合わせ＝人事課（☎433・7746）

　

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
１
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
理
美
容
の
割
引

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介
護
保

険
の
要
介
護
が
４
か
５
で
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
１
年
以
上
利
用
し
て

い
な
い
人
を
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
家
族

に
、年
額
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
高
齢
者
に
、
月
額
５
０
０
０
円

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
＝
介
護
保

険
被
保
険
者
で
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

人　

①
65
歳
以
上　

②
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い　

③
介
護
保
険
の

要
介
護
度
が
４
ま
た
は
５　

④
介

護
保
険
の
保
険
料
段
階
が
第
３
段

階
以
下
（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
）
⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い　

⑥
在
宅
重
度
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
必
要
な

資
金
融
資
を
斡
旋
し
、
利
子
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料

助
成
／
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

か
、
配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上

の
夫
婦
世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

カメラの前で笑顔でポーズ。松原会館趣味講座「ヨーガ」の皆さん

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

    99歳以上 50,000円

ご利用ください 福祉事業･制度
高齢者特集②

　市では、高齢者の皆さん
の健康で明るい生活を支援
するための各種事業を実施
しています。そこで、ここ
４、５㌻では、福祉事業や
制度などについてご紹介し
ます。ぜひご利用ください。

問い合わせ
介護保険室（☎433・7756）

　

と
き
＝
15
日
（
土
） 

午
前
の
部

（
午
前
９
時
半
～
11
時
半
）／
錦
町・

南
町
・
中
央
１
、
２
、
６
、
７
丁

目
地
区 

午
後
の
部（
午
後
２
時
半

～
４
時
半
）／
塚
越
・
北
町
・
中

央
３
、
４
、
５
丁
目
地
区　

と
こ

ろ
＝
市
民
会
館　

対
象
＝
77
歳
以

上
の
人
（
昭
和
10
年
９
月
30
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
） 

内
容
＝
式
典

（
長
寿
者
表
彰
、
お
祝
い
の
言
葉

な
ど
）、
市
内
小
学
生
に
よ
る
敬

老
作
文
の
朗
読
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

児
童
演
技
な
ど　

問
い
合
わ
せ
＝

介
護
保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会

お
出
か
け
く
だ
さ
い

昨年のお年寄りを敬う会（９月17日・市民会館）
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■７月実施の窓口サービスアンケートへのご協力ありがとうございました／寄せられた1,070通の声は今後の市民サービス向上に生かします→

つ
を
必
要
と
医
師
が
認
め
る
人
、

ま
た
は
寝
た
き
り
で
常
時
、
お
む

つ
が
必
要
な
人

　

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65
歳

以
上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し

の
人
の
お
宅
に
、
受
信
セ
ン
タ
ー

と
直
結
し
た
専
用
機
器
を
設
置
し
、

緊
急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
や
救
急
車
の
要
請
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

●
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑
／

交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
内
の
「
み
つ

わ
苑
」（
南
町
２
丁
目
）は
、60
歳
以

上
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
▼
囲

碁
将
棋
サ
ロ
ン
／
月
～
土
曜
日
の

午
後
１
時
～
４
時
半 

※
初
心
者
、

女
性
大
歓
迎 

▼
喫
茶
ひ
だ
ま
り

／
第
３
水
曜
日
（
今
月
は
19
日
） 

午
後
１
時
半
～
３
時 

お
し
ゃ
べ

り
や
読
書
な
ど
自
由
な
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
▼
ス
カ
イ
ウ
エ

ル
コ
ー
ナ
ー
／
交
流
高
圧
電
位
治

療
器
が
利
用
で
き
ま
す
。
午
前
９

時
～
11
時
40
分
、
午
後
１
時
～
４

時
40
分 

※
こ
の
他
、
各
種
催
し

も
開
催
。
問
い
合
わ
せ
＝
交
流
プ

ラ
ザ
さ
く
ら
（
☎
432
・
７
２
７
１
）

　

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
①
松

原
会
館
（
錦
町
３
丁
目
）
と
②
け

や
き
荘
（
塚
越
５
丁
目
）
が
あ
り

ま
す
。
対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人　

健
康
体
操
や
俳
句
な

ど
の
講
座
で
教
養
を
広
げ
な
が
ら
、

友
達
づ
く
り
も
で
き
ま
す
。
今
月

の
休
館
日
＝
①
日
曜
日
、
18
日　

問
い
合
わ
せ
＝
①
同
館
（
☎
443
・

６
５
４
２
）、
②
介
護
保
険
室（
☎

433
・
７
７
５
６
）

　

●
公
益
社
団
法
人
蕨
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
原
則
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
と
体
力
の

あ
る
人　

登
録
制
。 

詳
細
＝
同
セ

ン
タ
ー
（
☎
433
・
０
９
６
２
）

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
介
護
予
防

を
は
じ
め
、
保
健
師
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
な
ど

が
中
心
と
な
り
、
介
護
・
福
祉
・

医
療
・
権
利
擁
護
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。 

内
容
＝
総
合
相
談
・

支
援
、
権
利
擁
護
、
介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど　

▼
蕨
ぴ

ん
し
ゃ
ん
教
室
／
転
倒
に
よ
る
骨

折
や
寝
た
き
り
を
防
ぐ
運
動
を
行

う
教
室
。
10
月
17
日
～
11
月
14
日

毎
週
水
曜
日　

午
前
９
時
半　

け

や
き
荘　

要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民　

25
人

（
先
着
順
）
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
＝
３
日
～
28
日
に
同
セ
ン
タ

ー
（
☎
434
・
６
７
２
１
）

充
実
し
た
毎
日
を

世
帯
の
人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
を
借
り
る
と
き
に
保
証
人
を

確
保
で
き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場

合
に
、
初
回
保
証
料
の
２
分
の
１

（
３
万
円
ま
で
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／

70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配

偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
が
民
間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、

①
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満

の
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

月
額
６
０
０
０
円　

②
月
額
３
万

円
以
上
６
万
円
以
下
の
家
賃
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
月
額
１
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付

け
や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、

扉
や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
改

修
。
対
象
＝
次
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
在

宅
高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度
で

要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
し
な
い

人　

③
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税　

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分

の
２
以
内
で
上
限
は
10
万
円

　

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

担
軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で

生
計
が
困
難
な
人
（
条
件
あ
り
）

に
負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

　

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（
11
月
～
３
月
は
月
２

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。寝
具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、

温
か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介

護
保
険
の
要
介
護
４
か
５
の
寝
た

き
り
の
人
に
、
自
宅
で
利
用
で
き

る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補

助
／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、

電
磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人

に
、
購
入
費
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
補
助
し
ま
す
。
所
得
税
非
課
税

の
人
は
自
己
負
担
な
し
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
、
つ
え
が
必
要

な
65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

65
歳
以
上
の
人
で
、
常
時
、
お
む

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

介
護
予
防
・
健
康

　

仲
間
を
つ
く
っ
て
楽
し
く
学
ぶ

場
で
す
。
と
き
＝
原
則
第
３
月
曜

日 

午
後
１
時
半
～
３
時 

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘　

対
象
＝

65
歳
以
上
の
人　

参
加
費
＝
年
間

１
５
０
０
円　

申
し
込
み
＝
東
公

民
館
に
あ
る
申
込
書
に
参
加
費
を

添
え
て
同
館（
☎
442
・
４
０
５
２
）

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
心
配
ご
と
相
談

●
趣
味
の
高
齢
者
作
品
展

●
塚
越
プ
ラ
チ
ナ
学
園

　

と
き
＝
４
日（
火
） 

午
後
１
時
～

３
時 

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
＝

松
原
会
館（
☎
443
・
６
５
４
２
）

　

と
き
＝
13
日
～
17
日
の
正
午
ま

で　

中
央
公
民
館　

内
容
＝
60
歳

以
上
の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た
書
道

や
絵
画
、
写
真
な
ど
を
多
数
展
示

し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保

険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

と
き
＝
３
日（
月
） 

午
前
10
時

（
午
前
９
時
か
ら
整
理
券
を
配
布

し
ま
す
） 

内
容
＝
蕨
市
視
覚
障
害

者
協
会
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
皆
さ

ん
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実
施　

対
象

＝
60
歳
以
上
の
人　

先
着
20
人　

無
料　

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
＝

松
原
会
館（
☎
443
・
６
５
４
２
）
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特集：国境を越えた友情
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大自然で育まれた絆
国際青少年キャンプin片品

　

未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
国
や
地
域
を
越
え
て
一
堂

に
会
し
、寝
食
を
と
も
に
す
る
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
。

８
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
同
キ
ャ
ン
プ
の

舞
台
は
、
雄
大
な
自
然
が
広
が
る
群
馬
県
片か
た

品し
な

村
。
澄

ん
だ
空
気
、
さ
ん
さ
ん
と
輝
く
太
陽
の
下
、
言
葉
の
壁

を
乗
り
越
え
友
情
を
育
ん
だ
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◀▲�キャンプ2日目。国の特別天然記念物やラムサール条約に指定・登録されている尾瀬を散策。
尾瀬高生に高山植物などについて教えてもらいながら、雄大な自然を満喫しました

１日目 ～the first day～
開会式・武尊牧場・ホタル観賞

２日目 ～the second day～
尾瀬散策・文化交流

３日目 ～the third day～
名水サミット・ネイチャークラフト体験・キャンプファイヤー

▲◀�大観衆の前で、自国の水
環境を発表したリンデン
とエルドラドの青少年

名水サミット

▲自然素材を使ってオブジェを制作

▲�片品村での最後の夜。各国の出し物で
キャンプファイヤーも最高潮に

▲▶上手に出来たでしょう!!

▲標高1,500㍍の武尊牧場でアイスブレイク

▶�暗闇の
なか、
息を潜
めての
ホタル
観賞

▲ペンショ
ンで過ごす

夜は

カードゲー
ムで大盛り

上がり

尾瀬高校

リンデン

エルドラド

蕨

大
人
び
て
見
え
た

海
外
青
少
年

は
じ
め
は
緊
張
し
て

何
も
話
せ
な
か
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
交
流
を

通
じ
て
、
徐
々
に

お
互
い
の
距
離
を

縮
め
て
い
く

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、

気
持
ち
は
通
じ
た

い
つ
し
か
笑
顔
が

広
が
っ
て
い
た

燃
え
盛
る
炎
を
囲
み
、

思
い
は
１
つ
に

こ
こ
で
の
日
々
を

と
も
に
過
ご
し
た
友
を

私
た
ち
は
ず
っ
と
忘
れ
な
い

　

10
回
目
を
迎
え
た
「
わ
ら
び
国

際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
」
は
、
姉
妹

都
市
の
ア
メ
リ
カ
・
エ
ル
ド
ラ
ド

郡
、
友
好
都
市
の
ド
イ
ツ
・
リ
ン

デ
ン
市
の
青
少
年
を
お
招
き
し
て

蕨
市
と
ふ
れ
あ
い
交
流
協
定
並
び

に
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん

で
い
る
群
馬
県
片
品
村
で
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

蕨
市
か
ら
は
13
歳
か
ら
17
歳
ま

で
の
青
少
年
19
人
が
参
加
。
文
化

や
習
慣
が
異
な
る
総
勢
47
人
の
青

少
年
が
、
お
互
い
を
理
解
し
よ
う

と
心
を
通
わ
せ
た
３
泊
４
日
の
キ

ャ
ン
プ
は
、
ホ
タ
ル
観
賞
や
尾お

瀬ぜ

散
策
、
更
に
は
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

し
た
片
品
村
の
尾
瀬
高
校
の
皆
さ

ん
の
協
力
の
下
、
同
校
で
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど
、
蕨

で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
自
然
を
満
喫
。ま
た
、同
村
で

開
催
さ
れ
た
全
国
名
水
サ
ミ
ッ
ト

に
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
だ
け
で

な
く
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
も
学

ぶ
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
、
大
自

然
と
触
れ
合
い
、
日
焼
け
し
た
青

少
年
た
ち
の
、
す
が
す
が
し
い
表

情
に
に
じ
み
出
る
の
は
、
キ
ャ
ン

プ
で
結
ば
れ
た
確
固
た
る
友
情
と

充
実
感
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い

思
い
出
は
、
未
来
を
切
り
開
く
上

で
、大
き
な
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。

アメリカ・
エルドラド郡

蕨　市
片品村

ドイツ・
リンデン市
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情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
新
舞
会（
新
舞
踊
）　

金
曜
日　

午
後
１
時　

南
公
民
館　

幼
児
以

上居

森
田
・
緯
442
・
８
４
８
７巨

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円居

浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５巨

▼
蕨
市
南
剣
道
ク
ラ
ブ　

火
曜
日

＝
午
後
６
時
半　

土
曜
日
＝
午
後

６
時　

南
小
学
校　

月
２
０
０
０

円（
未
就
学
児
は
５
０
０
円
）　

年

長
～
小
学
生居

沼
野
井
・
緯
442
・

１
７
８
７巨

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料居

井
上
・
緯
442
・
０
２
５
９巨

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　
23
期
生
募
集　
10
月
開
講　
第

１
・
３
水
曜
日　

午
前
10
時　

中

央
東
小
学
校
隣
・
旧
加
藤
文
具
２

階　

月
２
０
０
０
円　

パ
ソ
コ
ン

持
参居

額
賀
・
緯
432
・５
２
１
７巨

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北
小

学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０
０

円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０
０

円
）　

年
中
～
小
学
生居

小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６巨

▼
英
会
話
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ラ
ブ　

金

曜
日　

午
後
１
時
半　

中
央
公
民

館　

月
６
０
０
０
円　

ア
メ
リ
カ

人
講
師
に
よ
る
指
導居

嶋
田
・
緯

431
・
７
５
６
９巨

を
通
じ
て
、
世
代
や
地
域
を

越
え
た
交
流
が
深
め
ら
れ
、

商
店
街
の
活
性
化
に
も
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

　

ぷ
ら
っ
と
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
商
店
や

事
業
者
、
行
政
の
協
力
は
も

と
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

力
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

市
で
は
、
そ
ん
な
市
民
の

皆
さ
ん
の
知
恵
や
経
験
を
生

か
し
、
更
に
活
躍
の
場
が
広

げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
昨
年

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
が

困
難
な
福
祉
や
環
境
な
ど
の

地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手

法
を
用
い
て
、
地
域
住
民
が

解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
の

こ
と
で
す
。な
お
、昨
年
の
受

講
生
の
な
か
に
は
、
ぷ
ら
っ

と
に
出
店
し
、そ
の
後
、飲
食

店
を
開
業
し
た
人
も
い
ま
す
。

リポート　そこが知りたい

〈83〉

　

蕨
市
と
㈳
蕨
市
に
ぎ
わ
い

ま
ち
づ
く
り
連
合
会
（
以
下

ま
ち
連
）
が
連
携
し
て
、
昨

年
、駅
前
通
り
に
開
設
し
た
、

ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
レ
ス
ト
ラ

ン
ぷ
ら
っ
と
（
以
下
ぷ
ら
っ

と
）。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
、
誰
で
も
日
替

わ
り
で
シ
ェ
フ
に
な
れ
る
こ

の
お
店
に
は
、
こ
れ
ま
で
15

以
上
の
団
体
が
参
加
し
、
食

し
て
、
材
料
の
仕
込
み
や
客

の
流
れ
を
つ
か
む
と
い
う
経

験
が
積
め
る
こ
と
に
加
え
、

講
師
に
よ
る
個
別
相
談
も
行

わ
れ
、
フ
ォ
ロ
ー
が
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、将
来
、市
内
で
開
業

す
る
際
に
利
用
で
き
る
補
助

金
制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
ま
ち
連
と
市
が
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
空
き
店
舗
有

効
活
用
事
業
補
助
金
制
度
で
、

ま
ち
連
認
定
の
空
き
店
舗
に

あ
な
た
の
輝
き
が
ま
ち
の
活
性
化
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
に
参
加
を

　

今
年
の
講
座
は
、
ぷ
ら
っ

と
で
生
ま
れ
た
に
ぎ
わ
い
を

活
用
し
、
よ
り
起
業
を
促
そ

う
と
、
テ
ー
マ
を「
食
」に
絞

り
ま
し
た
。
内
容
は
、
グ
ル

ー
プ
討
議
や
事
業
計
画
書
の

作
成
な
ど
の
講
座
に
加
え
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
し
ま

す（
左
表
参
照
）。
講
座
終
了

後
に
は
、
ぷ
ら
っ
と
に
出
店

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手

法
を
用
い
て
、地
域
住
民
が
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
。今
月
は
、そ
の
実
例
や
市
の
事
業
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
識
や
経
験
が
生
か
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

中央３丁目にある、ぷらっと

永
なが

沢
さわ

　映
えい

さん
NPO法人コミュニティ
ビジネスサポート
センター代表理事

出
店
す
る
と
、
改
装
費
や
広

告
宣
伝
費
な
ど
の
一
部
補
助

が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
講
座
で
の

知
識
習
得
か
ら
、
ぷ
ら
っ
と

で
の
実
践
、
開
業
に
要
す
る

経
費
の
補
助
ま
で
連
動
し
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
講
座
は
幅
広

い
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
と
、
平
日
の

夜
、
蕨
駅
か
ら
近
い
旭
町
公

民
館
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
起
業
に
踏
み
出
し
た

い
人
や
新
た
に
地
域
活
動
に

関
わ
っ
て
み
た
い
人
、
そ
し

て
、
蕨
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
人
な
ど
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ワ
ン
デ
イ
ぷ
ら
っ
と
が

新
た
な
交
流
の
場
所
に

講
座
の
テ
ー
マ
は「
食
」

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
充
実

市民が活性化の担い手に
　コミュニティビジネスは、市
民がまちの課題に取り組みつつ、
自己実現もかなえられる可能性
があります。方向性が同じ受講生
が刺激し合うことで行動も起こ
しやすいのでは。チャレンジ精
神を持つ人、お待ちしています。

と　き 内　容

10月９日（火）
シンポジウム＝市民の力で蕨
を元気にするコミュニティビ
ジネス

講座＝「食」のコミュニティ
ビジネスを学ぶ

10月23日（火）事業開始のノウハウ、各地の事例から学ぶ

30日（火）プラン作成のグループ討議

11月６日（火）ワンデイシェフレストランぷらっとで見学＆勉強会

20日（火）事業計画書の作成

いずれも午後６時半～８時半　旭町公民館　
講師＝永沢映さん　30人　費用＝1,000円　
申し込み＝３日～10月１日に電話、ファクシ
ミリ、Eメールで商工生活室（緯433・
7750　捌433・7490　Eメールshouko@
city.warabi.saitama.jp）
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カブトムシの標本作り
　

７
月
31
日
、
歴
史
民
俗
資

料
館
で
開
か
れ
た
体
験
講
座

で
、
小
学
生
20
人
が
標
本
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
標
本

に
す
る
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
産
の
ア
ト
ラ
ス
オ
オ
カ
ブ

ト
と
オ
オ
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
。

堅
い
体
へ
の
針
刺
し
に
苦
戦

し
つ
つ
も
、
大
型
で
強
そ
う

な
２
体
の
標
本
の
出
来
に
、

児
童
た
ち
は
大
満
足
で
し
た
。

塗装を通じて地域貢献
　

塗
装
業
協
力
会
わ
ら
び
の

皆
さ
ん
に
よ
る
、
公
共
施
設

の
塗
り
替
え
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
８
月
25
日
、

北
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
回
目
の
今
回
は
地
域
の
人

も
加
わ
り
、
職
人
の
皆
さ
ん

は
参
加
し
た
児
童
た
ち
に
も

優
し
く
指
導
。
45
人
が
協
力

し
合
い
、
校
舎
内
は
見
違
え

る
ほ
ど
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

まちぐるみで防災演習
　

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

８
月
19
日
、
第
一
中
学
校
で

「
総
合
防
災
演
習
」が
開
か
れ

ま
し
た
。訓
練
は
、初
期
消
火

や
消
防
団
一
斉
放
水
の
ほ
か
、

今
年
は
新
た
に
市
民
参
加
に

よ
る
水
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど

も
行
わ
れ
、参
加
し
た
約
１
２

０
０
人
は
、
地
域
の
支
え
合

い
の
た
い
せ
つ
さ
や
災
害
へ

の
備
え
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

「機まつり」盛大に開催

平和を願い母子像清掃

　

８
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、

蕨
の
夏
を
飾
る
「
第
62
回
機

ま
つ
り
」
が
蕨
駅
西
口
駅
前

通
り
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、

25
万
人
が
趣
向
を
凝
ら
し
た

七
夕
飾
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

手
踊
り
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌

や
ダ
ン
ス
が
祭
り
を
盛
り
上

げ
た
ほ
か
、今
年
は
、宮
城
・

長
崎
県
な
ど
の
物
産
販
売
も

実
施
さ
れ
、大
盛
況
で
し
た
。

　

塚
越
地
区
で
は
、毎
年
、平

和
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
市
民

公
園
で
の
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
８
月

４
日
に
実
施
さ
れ
、
参
加
し

た
45
人
は
公
園
内
の
平
和
之

母
子
像
や
噴
水
な
ど
を
清
掃
。

き
れ
い
に
な
っ
た
母
子
像
を

見
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▼
太
極
拳
圓
松
会　

月
曜
日　

午

前
９
時
半　

文
化
ホ
ー
ル
く
る

る　

月
２
０
０
０
円居

石
井
・
緯

080
・
１
３
５
３
・
７
９
３
６巨

▼
３
Ｂ
体
操　

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10
時　
東
公
民
館　
月
１
５
０

０
円居

鈴
木
・
緯
442
・５
２
１
３巨

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

火

曜
日　

午
後
５
時　

市
民
体
育

館　

月
３
０
０
０
円　

５
歳
～
中

学
生　

初
心
者
歓
迎居

長
塚
・
緯

090
・
５
７
５
４
・
８
９
２
５巨

▼
ラ
マ
ー
ル
体
操　
金
曜
日　
午
前

９
時
半　
北
町
公
民
館　
月
１
０
０

０
円居

村
上
・
緯
443
・７
２
５
２巨

▼
児
童
合
唱
団「
野
う
さ
ぎ
」　

土

曜
日　

午
後
４
時　

南
公
民
館　

月
３
５
０
０
円　

幼
児
～
中
学
生

居

近
藤
・
緯
080
・
５
３
７
５
・
５

６
５
９巨

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

11
月
10
日

東
京
レ
ト
ロ
商
店
街
ぶ
ら
り
旅　

戸
越
銀
座
・
武
蔵
小
山
巡
り
と
品

川
ま
ち
歩
き　

１
０
０
０
円居

岩

本・
緯
090・３
４
３
１・４
２
９
５巨

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

６
日
・

22
日
・
27
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円居

犬

塚
・
緯
441
・
７
３
７
３巨

▼
イ
キ
イ
キ
健
康
講
座
「
介
護
保

険
を
使
わ
な
い
で
元
気
に
暮
ら
す

秘
訣
と
は
」　

16
日　

午
前
10
時

市
民
会
館　

２
０
０
円居

平
田
・

緯
444
・
２
２
２
２巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

4

日
・
12
日
＝
中
央
公
民
館　

20
日

＝
旭
町
公
民
館　

午
後
７
時居

岡

田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

この数な～に
１０２人

　ふだんは自らの仕事を持ちながら、
災害時には現場へ駆けつけ、消火や救
助活動に当たる消防団員。現在、６つ
の分団に１０２人の団員が定期的な訓
練や啓発活動などに励み、万一に備え
ています。先月19日の総合防災演習で
も、一糸乱れぬ動きでポンプ車操法や
一斉放水訓練を披露していました。地
域防災を支える皆さんの共通の思いは、
「自分たちの地域は自分たちで守る」
です。このような活動に興味がある18
歳から54歳までの人は、ぜひご参加く
ださい。詳細＝消防本部（緯441・0119）

　
「
勝
っ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
」

と
、
お
ち
ゃ
め
に
話
す
マ
ル

テ
ィ
ン
さ
ん
は
、
ロ
ン
ド
ン

五
輪
で
日
本
男
子
サ
ッ
カ
ー

に
勝
利
し
た
メ
キ
シ
コ
の
出

身
で
す
。13
年
前
に
来
日
し
、

蕨
に
は
６
年
前
に
越
し
て
き

ま
し
た
。
近
所
の
塚
越
稲
荷

神
社
が
お
気
に
入
り
の
場
所

で
、
朱
色
の
鳥
居
が
連
な
る

美
し
い
光
景
に
心
が
ひ
か
れ
、

お
参
り
を
す
る
の
が
日
課
に

な
っ
た
と
か
。
そ
ん
な
マ
ル

テ
ィ
ン
さ
ん
が
心
待
ち
に
し

て
い
る
の
が
、
毎
年
参
加
し

て
い
る
宿
場
ま
つ
り
。
今
年

は
息
子
の
千ち

大ひ
ろ

く
ん
と
「
大

名
行
列
に
参
加
で
き
た
ら
い

い
な
」と
、日
本
の
文
化
に
親

し
む
マ
ル
テ
ィ
ン
さ
ん
で
す
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 メキシコ
塚越３丁目・37歳

ビジェガス　ドミンゲス
ラファエル　マルティンさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
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ワ
ラ
ビ　

あ
っ
、
隣
の
Ａ
子

さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
だ
。
こ
ん

に
ち
は
。
保
健
セ
ン
タ
ー
に

な
に
か
用
事
が
あ
る
の
？

Ａ
子
さ
ん　

ポ
リ
オ
の
予
防

接
種
が
変
更
に
な
る
と
通
知

が
届
い
た
の
で
、
詳
し
い
話

を
聞
き
に
来
た
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

ポ
リ
オ
？

お
母
さ
ん　

ウ
イ
ル
ス
が
人

か
ら
人
へ
う
つ
る
感
染
症
の

こ
と
。
発
症
す
る
と
、
手
や

足
に
ま
ひ
が
残
っ
て
し
ま
う

病
気
な
の
よ
。
ワ
ラ
ビ
も
接

種
し
た
わ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
。
じ

ゃ
～
、
い
っ
し
ょ
に
話
を
聞

い
て
み
よ
う
よ
。
保
健
師
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

保
健
師　

こ
ん
に
ち
は
。
ポ

リ
オ
の
予
防
は
、
今
ま
で
ウ

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
注
射
に
よ
る
予
防
接
種

未
接
種
の
乳
幼
児
は
医
療
機
関
で
４
回
接
種

イ
ル
ス
を
弱
め
て
作
っ
た
、

生
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ん
で
接
種

し
て
い
ま
し
た
。
今
月
か
ら

は
ウ
イ
ル
ス
を
殺
し
た
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
で
接

種
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

ワ
ク
チ
ン
と
そ
の

接
種
方
法
も
変
わ
っ
た
ん
だ
。

Ａ
子
さ
ん　

生
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
で
、
ご
く
ま
れ
に
ポ
リ

オ
と
同
様
の
症
状
が
出
る
こ

と
が
あ
る
っ
て
聞
い
た
わ
。

保
健
師　

は
い
。
生
ワ
ク
チ

ン
は
、
体
に
強
い
免
疫
が
出

来
る
一
方
、
そ
の
よ
う
な
症

状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
点
、
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
は
免
疫
を
作
る
の
に
必

要
な
成
分
だ
け
を
取
り
出
し
、

病
原
性
を
な
く
し
た
も
の
な

の
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん　

生
ワ
ク
チ
ン
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
２
回
接
種

し
た
け
ど
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
は
ど
う
な
の
か
し
ら
？

保
健
師　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
、
生
後
３
か
月
か

ら
12
か
月
ま
で
に
３
回
。
そ

の
後
、追
加
接
種
が
１
回
の
、

計
４
回
必
要
で
す
（
下
囲
み

参
照
）。
ま
た
、
蕨
・
戸
田
市

内
の
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
に
な
る
ん
で
す
よ
。

Ａ
子
さ
ん　

こ
の
子
は
、
以

前
に
生
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接

種
し
て
い
る
わ
。

保
健
師　

そ
う
す
る
と
、
不

親と子の
ニュースの
小窓

ポリオの予防接種が
今月から

不活化ワクチンへと変更

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
対
象
者
に
届
く
通
知
文
書
で
ご
確
認
を（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
）

　生後３か月から７歳半までのお子
さんが対象となるポリオの予防接種。
生ワクチンを飲んで接種していた方
法が、９月からウイルスを殺した、
不活化ワクチンを注射で接種する方
法に変更となります。今月はその主
な変更点について、ご紹介します。

活
化
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
３

回
必
要
に
な
り
ま
す
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
う
い
え
ば
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
３
種
混

合（
ジ
フ
テ
リ
ア
、破
傷
風
、

百
日
せ
き
）
ワ
ク
チ
ン
が
一

つ
に
な
っ
た
４
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
も
近
い
う
ち
に
導
入
さ

れ
る
っ
て
聞
い
た
け
ど
。

保
健
師　

は
い
。
11
月
か
ら

導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

注
射
は
痛
い
か
ら
、

い
っ
ぺ
ん
に
打
て
る
よ
う
に

な
る
ま
で
待
て
ば
い
い
ん
だ
。

保
健
師　

た
し
か
に
11
月
ま

で
待
つ
と
、
接
種
回
数
が
減

る
ケ
ー
ス
の
子
も
い
る
け
ど
、

乳
児
が
百
日
せ
き
に
か
か
る

と
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
生
後
３
か
月
を
過
ぎ

た
ら
、
早
め
に
３
種
混
合
の

予
防
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

そ
っ
か
。
予
防
は

た
い
せ
つ
だ
も
ん
ね
。

問
い
合
わ
せ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
431
・
５
５
９
０
）

医
療
機
関
名

地
区

電
話

蕨
市
立
病
院

北町

432
・
2
2
7
7

金
井
塚
医
院

431
・
5
2
4
5

藤

村

医

院

431
・
2
3
2
0

菊

地

医

院
錦町

442
・
5
7
4
5

田

代

内

科

447
・
6
2
2
2

飯

野

医

院

443
・
5
2
3
8

ワ

ラ

ビ

ー

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

中央

431
・
1
8
0
0

や
ま
す
げ
医
院

431
・
2
7
3
9

み
な
と
医
院

431
・
2
4
1
1

斎
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク

445
・
5
3
1
1

前
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

431
・
2
5
7
4

中

村

医

院

445
・
5
4
5
0

金

子

医

院

431
・
2
0
7
1

飯
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

南町

441
・
2
7
3
0

三
和
町
診
療
所

441
・
2
7
0
1

今

井

病

院
塚越

441
・
0
7
5
0

腰

野

医

院

441
・
4
5
9
1

ポリオワクチンを

まだ１回も
受 け て い な い

生ポリオワクチンを

すでに２回
受 け て い る

生ポリオワクチンを

すでに１回
受 け て い る

不 活 化 ワ ク チ ン を

合 計 ４ 回
受 け て く だ さ い

不 活 化 ワ ク チ ン は

必 要
あ り ま せ ん

不 活 化 ワ ク チ ン を

あ と ３ 回
受 け て く だ さ い

不活化ワクチン接種方法・接種可能な市内医療機関
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来
らい

翔
と

ちゃん
（５歳４か月）

来
くる

桃
み

ちゃん
（７か月）

松
まつ

田
だ

　賢
けん

二
じ

さん　
繭
まゆ

子
こ

さんの
長男・長女　 　

　　南町２丁目

雄
ゆう

馬
ま

ちゃん
（２歳３か月）

豐
とよ

田
だ

　賢
けん

一
いち

さん　
由
ゆ

希
き

子
こ

さんの
長男　　　　

　　錦町１丁目

■法務局休日相談所／23日　午前11時～午後3時　さいたま地方法務局　登記手続きや戸籍・人権に関する相談など　詳細＝同局（緯048・851・1000）

　
「
お
出
か
け
し
た
い
と
き
、

ち
ゃ
っ
か
り
ベ
ビ
ー
カ
ー
に

乗
っ
て
、
う
れ
し
そ
う
に
私

の
支
度
を
待
っ
て
い
る
雄
馬
。

電
車
が
大
好
き
で
、
線
路
の

近
く
ま
で
よ
く
お
散
歩
に
行

き
ま
す
。『
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
』

と
電
車
が
通
る
度
、
音
に
合

わ
せ
て
は
し
ゃ
い
で
い
ま
す
。

最
近
は
思
い
や
り
の
気
持
ち

が
芽
生
え
て
き
た
よ
う
で
、

児
童
館
で
自
分
よ
り
小
さ
い

子
が
寝
て
い
る
と
、『
ね
ん

ね
～
』
と
言
っ
て
、
そ
っ
と

頭
を
な
で
て
あ
げ
る
ん
で
す
。

そ
ん
な
雄
馬
の
姿
に
、
思
わ

ず
頬
が
緩
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
」と
母
親
の
由
希
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－485－

蕨市アウトメディア宣言

　

タ
イ
ヤ
プ
ー
ル
や
ロ
ー
プ
遊
び
な
ど
、

体
を
動
か
し
て
発
想
力
や
成
長
力
を
育

む
プ
レ
ー
パ
ー
ク
。毎
月
第
２
土
曜
日
、

錦
町
の
ち
び
っ
こ
広
場
で
開
か
れ
る
遊

び
場
に
、1.5
㍍
×
３
㍍
の
大
型
ハ
ン
モ

ッ
ク
が
登
場
し
ま
し
た
。こ
の
遊
具
は
、

プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
運
営
す
る
「
ど
ろ
ん

こ
の
王
様
」の
皆
さ
ん
や
、参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
が
、
１
年
以
上
か
け
て
作
り

上
げ
た
物
で
す
。ハ
ン
モ
ッ
ク
の
上
で
、

「
も
っ
と
揺
ら
し
て
～
」、「
こ
こ
で
寝
る

と
気
持
ち
い
い
だ
ろ
う
ね
」と
、無
邪
気

に
笑
う
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
澄
ん
だ
瞳

に
は
、
想
像
力
豊
か
な
楽
し
い
世
界
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

子どもクラブ遊び広げる大型ハンモック

プレーパーク

かるた
　アンチエイジング

　

糖
が
体
内
で
代
謝
さ
れ
て

生
成
さ
れ
る
の
が
、蛋
白
糖
化

反
応
最
終
生
成
物
（
Ａ
Ｇ
Ｅ

ｓ
）で
す
。「
糖
化
ス
ト
レ
ス
」

と
称
し
、
老
化
促
進
の
危
険

Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ
（
え
い
じ
す
）

因
子
と
し
て
近
年
、
脚
光
を

浴
び
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ
は
、
体
の
組
織

に
沈
着
し
、
動
脈
硬
化
や
骨

折
、皮
膚
の
し
わ
形
成
な
ど
、

生
活
習
慣
病
だ
け
で
な
く
、多

く
の
加
齢
関
連
疾
患
に
関
与
。

予
防
は
、食
生
活
の
改
善
で
、

血
糖
や
悪
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
急
激
に
上
げ
過
ぎ
な
い

こ
と
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
よ

く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

②
食
べ
る
順
番
は
野
菜
か
ら

③
低
Ｇ

※

Ｉ
食
品
を
選
ぶ　

④

１
日
３
食　

⑤
緑
茶
・
カ
モ

ミ
ー
ル
テ
ィ
ー
を
飲
む
で
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
こ
の
度
、

蕨
市
と
静
岡
県
湖こ

西さ
い

市
と
の

間
で
災
害
時
の
相
互
応
援
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。蕨
市
で
は
、平
成
８

年
に
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
と
ふ
れ

あ
い
交
流
協
定
並
び
に
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、

交
流
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
、
大
規
模
災
害
時
の
自

治
体
ど
う
し
の
協
力
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
自
治
体
と
の
協

定
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

湖
西
市
は
、
静
岡
県
西
部

に
位
置
し
、
人
口
は
約
６
万

２
０
０
０
人
と
蕨
と
同
程
度

で
あ
り
、
被
害
想
定
地
震
が

蕨
と
異
な
る
た
め
、
同
時
に

被
災
す
る
可
能
性
は
低
く
、

距
離
は
約
３
０
０
㌔
で
職
員

の
派
遣
な
ど
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、ま
ち
の
特
徴
と
し
て
、

蕨
が
市
域
面
積
５
・
10
平
方

㌔
㍍
の
住
宅
都
市
で
あ
る
の

に
対
し
て
、湖
西
市
は
、面
積

が
86
・
65
平
方
㌔
㍍
、浜は

ま

名な

湖こ

や
海
、山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
ま
ち
で
あ
り
、
対
照
的

で
す
が
、
東
海
道
の
宿
場
町

と
し
て
、
織
物
で
栄
え
た
ま

ち
で
あ
る
な
ど
、
蕨
と
の
共

通
点
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
災
害
時
の
協
力

は
も
と
よ
り
、
文
化
交
流
や

青
少
年
の
交
流
な
ど
、
よ
り

充
実
し
た
関
係
を
深
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

静岡県湖西市と
災害時相互応援協定を締結

53

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は13日に変更と
なりました。10月は４日です。
時間は午後１時～５時を予定。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

DEえ

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

※�

食
品
に
含
ま
れ
る
糖
質
の
吸

収
度
合
い
を
示
す
数
値
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月
７
日
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
る
国
際
サ
ッ

カ
ー
大
会
ダ
ノ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ

カ
ッ
プ
２
０
１
２
。
そ
の
国
内
大

会
で
優
勝
を
果
た
し
、
日
本
代
表

と
し
て
世
界
の
舞
台
へ
と
挑
戦
す

る
の
は
、「
レ
ジ
ス
タ
Ｆ
Ｃ
」
所

属
の
岸
本
駿
朔
さ
ん
（
塚
越
小
学

校
６
年
生
・
塚
越
７
丁
目
）で
す
。

　

周
り
の
選
手
よ
り
も
頭
一
つ
飛

び
抜
け
た
身
長
１
６
０
㌢
と
恵
ま

れ
た
体
格
を
生
か
し
た
ヘ
デ
ィ
ン

グ
と
、
鉄
壁
の
守
備
で
相
手
の
攻

撃
の
芽
を
摘
み
取
り
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
ピ
ッ
チ
を
躍
動
す
る
岸
本

さ
ん
は
「
エ
ー
ス
キ
ラ
ー
」
の
異

名
を
持
つ
、チ
ー
ム
の
守
備
の
要
。

今
大
会
で
も
、
最
終
ラ
イ
ン
か
ら

チ
ー
ム
を
牽
引
し
つ
つ
、
豪
快
な

ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
で
１
試
合

●広報蕨　№734　●発行 ／ 蕨市役所　〒335－8501　埼玉県蕨市中央５－14－15　☎048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係

広
報
蕨　

七
三
四
号　

平
成
二
十
四
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
FIFA公認・Ｕ-12国際サッカー大会出場　

岸
きし

本
もと

 駿
しゅん

朔
さく

 さん

今

　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
ワ

ラ
ビ
ー
で
す
が
、
中
仙
道
蕨
宿
の
マ

ス
コ
ッ
ト
と
い
え
ば「
わ
ら
じ
ろ
う
」。

ど
ち
ら
も
平
成
元
年
、
市
制
施
行
30

周
年
を
記
念
し
て
、
産
声
を
あ
げ
た

愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　

菅
笠
に
か
っ
ぱ
を
は
お
り
、
中
山

道
を
往
来
す
る
旅
人
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
わ
ら
じ
ろ
う
の
誕
生
に
は
、
こ
ん

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

人
情
味
あ
ふ
れ
る
蕨
宿
に
ぴ
っ
た

り
の
、
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
愛
ら
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
た
い
と
、
蕨
宿

の
皆
さ
ん
で
、
ア
イ
デ
ア
を
絞
っ
た

当
初
の
案
は
、
旅
ガ
ラ
ス
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
も
の
で
し
た
。
で
も
、「
カ

ラ
ス
な
ど
縁
起
が
悪
い
」
と
、
当
時

の
長
老
た
ち
か
ら
却
下
さ
れ
、
対
案

と
し
て
出
さ
れ
た
の
が
、
平
和
の
象

徴
で
あ
る
ハ
ト
。
ウ
イ
ン
ク
を
し
た

表
情
に
あ
い
き
ょ
う
の
あ
る
、
わ
ら

じ
ろ
う
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　

名
前
の
わ
ら
じ
ろ
う
は
、
地
名
で

あ
る
蕨
は
も
ち
ろ
ん
、
街
道
を
行
き

来
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
草わ

ら
じ鞋

に
も

引
っ
掛
け
た
と
い
う
、
粋
な
ネ
ー
ミ

ン
グ
。
こ
う
し
て
誕
生
以
来
、
宿
場

を
盛
り
上
げ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し

て
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

蕨
宿
を
散
策
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
、
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
同
地

区
限
定
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
、

わ
ら
じ
ろ
う
仕
様
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
。
他
に
も
、
住
宅
の
雨
水
桝ま

す

に

わ
ら
じ
ろ
う
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

た
り
と
、
蕨
宿
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
一

役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
わ
ら
じ
ろ
う
が
、開
設
４
０

０
年
の
今
年
、よ
り
親
し
み
や
す
い
ご

当
地
キ
ャ
ラ
と
し
て
、新
た
に
着
ぐ
る

み
姿
で
登
場
し
ま
す
。
お
披
露
目
は
11

月
３
日
の
宿
場
ま
つ
り
。
節
目
の
年

の
お
祭
り
で
、
中
山
道
を
練
り
歩
く

わ
ら
じ
ろ
う
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
。

Ｎｏ５

熱いまなざしで世界へ挑む

に
４
得
点
を
記
録
す
る
な
ど
、
攻

守
両
面
で
勝
利
に
貢
献
。
大
会
の

優
秀
選
手
に
も
輝
き
ま
し
た
。

　

岸
本
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め

た
の
は
５
歳
の
頃
。
地
元
の
チ
ー

ム
に
入
り
、
夢
中
に
な
っ
て
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
る
な
か
で
、
サ
ッ

カ
ー
に
熱
中
し
て
い
き
ま
し
た
。

更
に
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め
て
、八や

潮し
お
市
に
あ
る
レ
ジ
ス
タ
Ｆ
Ｃ
に
入

っ
た
の
は
５
年
生
の
と
き
で
す
。

は
じ
め
は
厳
し
い
練
習
に
つ
い
て

い
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

「
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
だ
か
ら
」と

の
一
心
で
奮
起
。
朝
６
時
か
ら
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
体
力
作
り
に
取
り

組
ん
だ
り
、
独
自
の
ド
リ
ブ
ル
練

習
で
足
元
の
技
術
を
磨
い
た
り

と
、
日
々
の
練
習
で
仲
間
と
切
磋さ

琢た
く
磨
し
な
が
ら
、
地
道
な
努
力
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

２
０
０
人
ほ
ど
の
選
手
の
な
か
か

ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
勝
ち
取

り
、
今
で
は
不
動
の
セ
ン
タ
ー
バ

ッ
ク
と
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
ま
す
。

　

世
界
40
か
国
の
サ
ッ
カ
ー
少
年

た
ち
が
頂
点
を
目
指
す
本
大
会
で

も
、「
相
手
の
エ
ー
ス
を
止
め
て
、

ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
で
ゴ
ー
ル

を
狙
い
た
い
」と
、意
気
込
む
岸
本

さ
ん
。
目
指
す
は
も
ち
ろ
ん
優
勝

で
す
。「
将
来
は
イ
タ
リ
ア
の
ビ
ッ

グ
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
ー
し
た
い
」
と

話
す
、
そ
の
視
線
の
先
は
、
既
に

世
界
の
舞
台
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

中仙道蕨宿

400周年
マスコットキャラクター

本大会でもヘディングでゴールを

ひと輝

いて
ます


